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論点

　望月ゼミの論文では企業の資金調達に関して主に内部資金、外部資金に分けて現状分析、理論的考察を行った。考察結果として、期待収益率、デフレ期待による実質利子率の上昇などから資本コストの上昇が投資需要を低下させ外部資金調達が減少したこと、エージェンシーコストの上昇など内部資金の重要性が高まり内部資金調達が増しという分析結果から、企業の投資需要の上昇の必要性を述べた。岸ゼミの論文では、金融システムの問題の観点から企業にとって望ましい資金調達のできる環境として、直接金融の開拓の必要性を述べていた。

　当日は「どのような資金調達方法が望ましいか？」というテーマを設け、両ゼミのプレゼン形式で発表、質疑応答、意見交換を行った。

総括

　当日は岸ゼミの発表においては、護送船団方式や金融ビッグバンといった歴史的背景、間接金融による資金調達の現状とバブル崩壊による土地担保価値の低下や不良債権処理に対する公的資金注入の遅れ等の問題を挙げ間接金融の正常化を述べた。次に、株式や社債の発行規制に関してメリット・デメリット、中小企業金融における問題点、解決策を述べ、間接金融から直接金融への必要性を述べた。

望月ゼミは、望ましい資金調達方法に際しては資本コストが低くなるような優先順位に従って調達し、その中でも現状として増加している内部資金の重要性を述べた。またマクロ的な観点で資金循環上から観た企業の資金余剰、金融機関の預金過剰等の問題を挙げ、金融政策による投資需要の創出の必要性を述べた。

両ゼミに対する質疑応答、意見交換では、資金調達額をストックで観るかフローで観るかという点、内部留保の機会費用の考え方や、エージェンシーコストの存在、租税の影響、等の点で議論となった。

両ゼミの意見を踏まえて、望ましい資金調達方法に際しては理論的にアプローチすれば資本コストが低くなるように優先順位に従って調達し、内部資金が重要であることであるが、コスト面だけでなく質的な面や利益も考えると現実的にはそうとも言えないことが分かった。

インナー大会までの準備の過程から当日までの全体を通して、岸ゼミとの学部の違いから論点に対するアプローチの仕方も異なり当日はプレゼン形式となったが多面的に捉える事ができとても学んだことが多かった。テーマの設定、論文の作成、プレゼンの資料作成など各段階において班で一つになって意見を合わせ完成させることができた。各過程の〆切までの計画性が欠けていたことが反省点であるが、今回のインナー大会はとても有意義なものとなり各班員が達成感を感じることができたのではないかと思う。
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